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１．はじめに 
三番瀬は，千葉県浦安市，市川市，船橋市，習志

野市の東京湾沿いに広がる浅海干潟域であり，水質

の浄化機能や水鳥の飛来地として重要な湿地である．

三番瀬は，1993年に干潟部分740haを埋め立てる計画

が立案された．結局，白紙撤回されたが，実行され

ていた場合潮流が変化し周辺海域に影響を与える可

能性があった．本研究では，埋め立てに伴う三番瀬

内の流況を，数値シミュレーションを用いて解析し

埋め立ての影響を検討した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図

２．数値計算手法 
計算にはMECモデル1)を使用した．本モデルは静

水圧近似により，解析領域を平面二次元的に計算で

きる．支配方程式はNavier-Stokesの式に基づき，浮

力項でのみ密度変化を考えるブシネクス近似と静水

圧近似を適用した式(1)~(3)と，連続の式(4)で表され

る．また，水温と塩分は式(5)(6)で表される． 

 ここに，u,v,w：x,y,z方向流速，ρ,ρ0：海水密度，p：

圧力，AM,KM：水平および鉛直渦動粘性係数， f：

コリオリパラメータ，AC,KC：水平および鉛直渦動拡

散係数，T：水温，S：塩分濃度，である． 
３．計算条件 
 計算領域は図-1に示すように，三番瀬と谷津干潟

を含む 7.2×10.36kmとした．計算条件を表-1に示す．

水平渦動粘性係数，渦

の時の値を与え，リチ

がって自動計算された

安庁のデータ2)より千

しては，三番瀬再生会

を 1.125m3/secとした．

閉門状態 (流量 0)と

(60~72hour)を使用した

 
(1) 

 
(2) 

 
(3) 

 
(4) 

 
(5) 

 
(6) 

表

計算格子数

時間刻み∆t 

助走時間 [h

計算時間 [h

渦動粘性係数 [m2

渦動拡散係数(水温

[m2/s] 

渦動拡散係数(塩分

[m2/s] 
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谷津干潟

10.36km船橋航路 

江戸川放水路 

埋立計画地

埋立計画地 

市川航路 

人口みお 浦安市日の出

三番瀬，数値シミュレーション，MEC Ocean Model 
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-1 解析領域 

動拡散係数に

ャードソンの

値を使用した

葉港の 0.65mと

議のデータ3)よ

江戸川放水路

した．解析に

． 

-1 計算条件 
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(a)埋め立て前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)埋め立て後 

図-3 流況ベクトル(下げ潮) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a)埋め立て前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)埋め立て後 

図-4 塩分濃度(干潮) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)埋め立て前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)埋め立て後 

図-2 流況ベクトル(上げ潮) 

４．解析結果 
 埋め立て実施前後の上げ潮時の流況ベクトルを図

-2(a)(b)に示す．埋め立て前をみると水深の深い船

橋航路，市川航路，人工みおがある浦安市日の出東

岸で大きな流速が見られた．また，日の出東岸部は

隅角となっているため，流速が高くなっている領域

が認められる．埋め立て後をみると，未埋め立て部

分の流況に大きな変化はみられないが，全体的に

20%~30%程度流速が小さくなっている． 
埋め立て実施前後の下げ潮時の流況ベクトルを図

-3(a)(b)に示す．下げ潮時も上げ潮時と同様の傾向

があり，水深が深い場所の流速が大きくなっている．

埋め立て後の流況の変化は少ないが，未埋め立て部

分の流速が全体的に 20~30%程度小さくなっている． 
 埋め立て実施前後の干潮時の塩分濃度を図

-4(a)(b)に示す．船橋航路をみると，埋め立て後の

ほうが埋め立て前に比べ塩分濃度が高くなっている．

これは，埋め立て後は防砂堤間からの低塩分の流れ

がなくなり，塩分濃度循環がやや悪くなっていると

考えられる． 

５．まとめ 
 三番瀬埋め立て前後の流動解析を，数値シミュレ

ーションにより行った．埋め立てを実施することに

よって，上げ潮時・下げ潮時ともに大きな流れの変

化はみられないが，全体的に流速が小さくなる傾向

が認められる．塩分濃度は埋め立て後に船橋航路の

濃度が高くなり，谷津干潟内に流入する濃度に影響

を与える可能性がある． 
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